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日本知能情報ファジィ学会 第 33 回総会議事録 

 

日時： 2022 年 6 月 18 日（土） 14:00 ～ 15:35 

場所： オンライン（Zoom）開催 

出席者： 40 名1 

 

1. 会長挨拶（前田 会長） 

 前田 会長から第 17 期理事会の前半の活動を総括する報告がなされた． 

 

2. 本総会での議決方法の決定（堀口 総務担当理事） 

 定款第 17 条により，前田 会長が総会の議長を務めることとした． 

 定款第 20 条により，各議案の議決方法については，議長を除く会員出席者の挙手により過半数の賛

成を得ることをもって可決することが確認された． 

 ただし定款の改棄については，定款第 26 条により，議長を除く会員出席者の挙手により 3 分の 2 以

上の賛成を得ることをもって可決することが確認された． 

 

3. 定款・規程の改定（吉川 規程・選奨担当理事） 

 吉川 規程・選奨担当理事より，役員の任期を定める定款第 11 条の改定案と，評議員の任期を定め

る評議会規程第 5 条の改定案についての説明があった． 

 

【質疑】 

 評議会規程の改定案に関して，評議会に事前に相談することなく総会に議題提案されたことは問題

であるとの指摘があった． 

 評議会規程の改定案において，「再任は１回までとする」との文言は「重任は１回までとする」との

表現のほうが正しいとの指摘があった．そのため，改定案を後者の表現に修正の上，決議を行った． 

【決議】 

第１号議案『定款第 11 条の改定』 

 賛成 32，反対 0，無投票 2 で，定款の改定案が承認された． 

第 2 号議案『評議会規程第 5 条の改定』 

 賛成 31，反対 0，無投票 3 で，規程の改定案が承認された． 

 

4. 2021 年度事業報告 

4.1. 2021 年度事業報告（関 事業・研究推進担当理事） 

 関 事業・研究推進担当理事より，2021 年度事業報告がなされた． 

4.2. 2021 年度事業報告に対する監査報告（能島 事業担当監事） 

 

1 会議中に入退室があり，議案ごとに投票者数が変化した． 
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 能島事業担当監事より，2021 年度事業報告に対する監査報告がなされた． 

4.3. 2021 年度決算報告（井上 財務・会計担当理事） 

 井上財務・会計担当理事より，2021 年度決算報告がなされた． 

4.4. 2021 年度決算報告に対する監査報告（小林 財務・会計担当監事） 

 小林財務・会計担当監事より，2021 年度決算報告に対する監査監事がなされた． 

 

【質疑】特になし 

【決議】 

第 3 号議案『2021 年度事業報告』 

 賛成 36，反対 0，無投票 3 で，2021 年度事業報告案が承認された． 

第 4 号議案『2021 年度決算報告』 

 賛成 36，反対 0，無投票 3 で，2021 年度決算報告案が承認された． 

 

5. 2022 年度事業計画 

5.1. 2022 年度事業計画（関 事業・研究推進担当理事） 

 関 事業・研究推進担当理事より，2022 年度事業計画が提案された． 

• 本多 大会デザイン担当理事より，FSS2022 の開催計画について説明がなされた．FSS2022 は現

地開催とすることが案内された． 

• 能島 SCIS&ISIS2022 Program Chair より，SCIS&ISIS2022 の開催計画について説明がなされた． 

5.2. 2022 年度予算案（井上 財務・会計担当理事） 

 井上 財務・会計担当理事より，2022 年度予算案が提案された． 

• SCIS&ISIS2022 の収益の一部を学会運営基金に繰り入れ，SCIS が開催されない 2023 年度の収

入として運用する計画である．このため，2022 年度予算は極少額の黒字となる． 

 

【質疑】特になし 

【決議】 

第 5 号議案『2022 年度事業計画』 

 賛成 37，反対 0，無投票 2 で，2022 年度事業計画案が承認された． 

第 6 号議案『2022 年度予算』 

 賛成 37，反対 0，無投票 2 で，2022 年度予算案が承認された． 

 

6. その他 

 特になし 

 

以上 


